
瑞江中学校応援団実践報告書 

                             

１ 校長及び代表氏名 

   瑞江中学校長    佐々木 弘叔 

  学校応援団代表   平根 康宏 

  コーディネーター  横山 昇三                      

２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

安全・安心 

（行事） 

 

瑞中フェスティバル 

学芸発表会 

運動会 

展示発表会 

上級救命講習 

○ＰＴＡ・生徒会と共に、準備・販売・片付けを行う。 

○部活動発表の指導 

○駐輪場の確保、通行規制や安全確保、警備 

○作品展示 

○参加促進 

学習活動・部活動 学校公開・講演会 

部活動 

命の授業 

パソコン検定学習講座 

○参観推進 

○部活動のお手伝い 

○命の大切さの話 

○パソコン検定受検の基礎講座補助 

読書活動 図書室整備 

図書データ整備 

○図書室の整備・配置替え、蔵書の整理・整頓など 

○パソコンへの蔵書データの入力 

 

３ 学校応援団組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞江中学校 
代表・コーディネーター 学校の担当窓口(副校長他)

務 ) 

学校応援団 

 

保護者・PTA・おやじの会 

 

地域・町会 

 
・瑞中フェスティバル 

・運動会 

・学校公開 

・学芸発表会・展示発表会 

・図書館整備 

・花いっぱい運動 

・部活動 

・パソコン検定講座 

・図書館整備 

・運動会 

・校外学習の安全確保 

・瑞中フェスティバル 

・学芸発表会・展示発表会 

・校外学習の安全確保 

・学校公開 

・上級救命講習 

・防災活動 

・校外学習 

・授業協力 

・地域の声 

 



４ 今年度の成果と今後の課題 

  ＜成果＞ 

   学校応援団の活動も今年で２年目となりました。前年度の成果を継承し、本年度もより組織

的より計画的に活動を推進してまいりました。応援団個々の活動の責任者と学校の担当者との

連携もできてきました。地道で継続的な活動は華やかではありませんが、瑞江中学校の教育目

標である「自ら育つ」を確実に支えています。より身近な地域の学校を築いていくために、生

徒、教職員、ＰＴＡ、地域の方々と一体となって、来年度の教育活動を推進していきます。 

＜課題＞ 

①  活動の輪は確実に広がっていますが、学校ホームページの「学校応援団の部屋」の更新

を進めていく必要があります。応援団の方々の声も掲載していくようにしていきたいと思

います。 

②  学校応援団の会合がやや遅くなってしまい、活動計画を十分に検討する時間がありませ

んでした。ＰＴＡ活動よりも緩やかな組織ではありますが、応援団活動個々の横の連携も

必要です。 

③  予算の配当を受けていますが、十分に活用してはいなかったようです。年度当初の会合

で必要な予算案を立ていくことも必要です。 

    

５ 代表より                          平根 康宏 

   瑞江中学校「学校応援団」代表の平根康宏です。昨年度のコーディネーターの大山謙二氏の

後を受けて、今年度より学校応援団の代表となりました。本校ではＰＴＡの任を退いた後に学

校応援団の代表となることになっております。子供が卒業すると、ＰＴＡとの関わりも希薄に

なりがちですが、瑞江中学校では、ＰＴＡ顧問会やおやじの会ＯＢ会などとともに、学校応援

団として末永く学校の活動に関わることができます。学校応援団の活動も２年目を終えようと

しています。ＰＴＡ活動では補完できないことを学校応援団が行っています。本年度も新たに

パソコン検定学習講座を地域の方の支援を受けて開設いたしました。今年１年間、本活動に協

力いただいた皆さんに感謝申し上げるとともに、来年度、再来年度と、さらに大きな応援の広

がり作り上げていきたいと思いますので、ますますのご支援とご協力をどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

６ 学校長より                       佐々木 弘叔 

今年度は新たに江戸川人生大学の卒業生のご協力により、月１回の「パソコン検定学習講座」

を実施することができました。パソコン検定合格を目標に、パソコンを活用した様々な内容を

学習しています。この他にも昨年度から引き続き様々な活動を行ってくださり、生徒一人一人

の可能性を伸ばしたり、学習環境を整備してくださったり、とてもありがたく思っております。

来年度も、今年度の活動を継承しつつ、内容の充実を図ってまいります。 


